
 

 

 

 

 

令和３年度 湯梨浜町立湯梨浜中学校 学校経営方針 4／22公開 

【校訓】 『三智創造』 

湯梨浜中学校に特色ある三つの地域の人材が集い、ともに学び、創造性豊かな人間形成を

めざし、未来を見据え、「開智・仁智・叡智」を修めた人材が新たな智を創造する。 

【学校教育目標】 

○知育・徳育・体育の向上をめざし、未来を切り拓くたくましさを身につけた生徒の育成 

○人権を尊重し、人と人とのつながりを大切にし、思いやりのある心豊かな生徒の育成 

○ふるさとに関心を持ち、ふるさとを愛し、地域社会に貢献しようとする生徒の育成 

【目指す生徒像】 

立志：高い志を立て、その実現のためにともに学び合い、未来を創り出そうとする生徒 

親愛：自らよりよい人間関係を築き、思いやりを持ち、ともに伸びようとする生徒 

創造：夢や目標に向かって自ら課題を発見し、粘り強く取り組み、課題を追求しようとす

る生徒 

郷土愛：ふるさとを愛し、地域社会の発展に貢献しようとする生徒 

【本年度の重点課題と取り組み方針】 

（１）学習に自ら主体的に取り組む生徒の育成に努める。 

 ①主体的な学習活動を促進し、協同学習の理念を活かしてともに学ぶ態度を育む。 

 ②学習規律を徹底させ、授業改善に自ら取り組む学習集団を育てる。 

 ③家庭学習と授業をつなぎ学習内容の確実な定着と学びに向かう力を高める。 

（２）温かな人間関係づくりを促進し、生徒自ら魅力的な学校づくりに取り組めるよう努

める。 

  ①想像力と共感性を伸ばし、多くの人の立場で考え、自他共に大切にしようとする態度

を養う。 

 ②生徒会活動や短学活を活かし、日々の生活を振り返り改善できる手立てを講じる。 

 ③生徒自ら楽しめる活動を企画することや、ふるさとに貢献できる活動に取り組ませる。 

（３）保護者や専門機関、地域社会等との連携を深め、長期欠席が生じないよう努める。 

  ①長期欠席が生じないよう保護者との連携を大切にし、小学校や地域との連携を深め、

早期に丁寧な対応を心がける。 

   教育相談員・ＳＣ・専門機関等との連携を充実させ、組織的で的確な支援対策を講じ

る。 

 ②仲間づくりを充実させ、SSTや hyper-QU等を活用して個に応じた支援体制の強化を図

る。 

 ③伝統芸能など地域の教育的資源を生かし、誇りと自信につなげる。 

 湯梨浜中学校だより 
 

湯梨浜町立湯梨浜中学校 校長 武田基資（令和３年４月２２日） 

 



 

【具体的な取り組み】 

○学習指導の充実  ○人権教育の推進  ○道徳教育の推進・文化的環境の充実 

○特別支援教育の充実  ○学級・学年経営の充実  ○生徒指導の充実 

○健康と体力の増進  ○特別活動の充実 

○小・中学校連携、保護者・地域社会との連携 

※学校経営についてはホームページにも掲載します。 

めざす学校の姿 

 開校三年目の今年度も、これまで大切にしてきた元気な笑顔と笑い声があふれる生活や、

礼節と人の輪を大切にしながら活き活きと活動する生徒を育てることを意識しながら、学

校教育目標の実現に取り組んでいきます。 

身の回りには自分とは異なる様々な考え方や特徴をもった人がいて、それぞれ違ってい

ても一人一人が大切な人であり、違う者同士が関わり合うからこそ自分も周りの人も大き

く伸びていけるものだと思います。一方で違いは摩擦を生じることにもつながります。こ

の摩擦が生じたとき、人権を基に互いを尊重しながら折り合いをつけることも必要です。

多様な人が礼節をもってつながり合い、活発に関わり合って目標に近づく。これは今後卒

業して社会に出ても大切にしてほしい考え方です。 

そのため学校では、授業や学級での活動、生徒会活動、部活動など日々の取り組みの中

で、ＩＣＴも活用しながら生徒同士が関わり合って目標達成するような活動を意図的に設

定していきます。生徒の自主的な活動を大切にし、一人一人が活躍できる場をつくり、達

成感を通じて自信を持たせ、次の活動への意欲を高めていきたいと思います。家庭でも一

人一人の頑張っている姿、悩んでいる姿を認め、支えていただきますようお願いします。 

新型コロナ感染増大警戒情報 

本町でも変異株の感染が確認され、警戒情報が発令されました。これは関西圏で感染拡

大している感染力の強いウイルスによるもので、昨年までのウイルスとは別物と考えた方

がいいかもしれないと思います。しかし、基本的な対策は前回の学校だよりに掲載した内

容と同じです。要は徹底すること。学校も努力していきますので、家庭でもご協力をお願

いします。また、来週の４月の参観日（４／２８（水））は、現在のところ実施する予定で

す。繰り返しになりますが、必ず感染対策へのご協力をお願いします。 

 ○体調管理と検温  ○マスクの着用  ○来校時の手指の消毒 

 ○授業参観や懇談での人との間隔 

※今後の感染拡大状況によっては実施を変更する場合があります。その際にはマチコミメ

ール等でお知らせします。 

※その他、ご心配の点は学校にご相談ください。（電話４７－５５００） 

（４）今日的な課題への対応を進める。 

  ①情報教育を推進しタブレット端末を生かした学習指導の研究と実践を進める。 

  ②事例を参考に、いじめ・不登校への対応と未然防止に努める。 

 ③教職員の世代交代を見据え、世代間ギャップが生じないよう、温かみのある人間関係

の中でのＯＪＴを実践し、ともに学び成長する集団となる。 


